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マルチホップ無線ネットワークにおけるアクセスポイントに
接 続 す る 端 末 数 の 制 限 に つ い て
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1. まえがき
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が期待されているO通信にはチャネルを割当てる必要が
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りがあり､制限が必要である｡本研究はAPが複数ある場
合を想定して､そのAPにつながる端末数がAPによって
差が出ない方法について検討したOそれにより､マルチ
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2.設定と定義
･アクセスポイントx-の
端末の接続のなかでAP
から直接つながった端末
の集合をAxとし､一段
のマルチホップ通信に
よってつながった端末の
集合をBxとするt｡
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図1 AxとBxの定義
･1000*1000のフィー ルドにいくつかのAfを配置し､次
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3. 実額方法
A P の位置によりAx及びBxの要素数に偏りがあるか調
べ る ため､特定の場所にAPを置き､各APのAxとBxの
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A x と Bxの要素数の平均と分散を計算するOすべての AP
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図 2 規 則 的 な 配 置 ラ ン ダ ム な 配 置
4.結果とまとめ
図2の配置において制限無し､すべてのAXを制限､△
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の位置を規則的な配置にした場合､ランダムな配置にし
た場合ともに､△の位置にあるAPのAxの数を制限した
効果はなかったが､つながる端末数の多い APの Axの数
を制限することで､Bxも含め端末数の偏りを減らすこと
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また､複数に接続可能な端末は接続先の APの Axを変
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Axを優先的に接 続 先 に した D が 分 散が小さく良い結果と
なった｡各端 末 の 通 信 可 能 範 囲 は 150とした｡
今回は､複 数 の 制 限 の 方 法 を 試 行 し た が､どのような
状況で どの制御 の 方 法
が良いか確立 され て い
ない｡今後は どれ ほ ど
安定 したか を数 値 で 示
し､ さま ざまな状 況 で
制限の方法 を試 し ､ 通
信可能範囲の広 大 化 も
含め結果 を出 して い き
たい｡ 図 3 APの優先度
表 1 APが規 則 的 な配 置 の 結 果
帯頭限 無 し ず 戒 膏 ′^ A .
表 2 A P がランダムな配置の結果
制 服 サ ト 斗 ∴ ∵ A B
十 均 十両 4.80 4.98 4.85
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